
無双位戦は１９９８年中国国家体育総局制定ルールを
ベースに行いますが、審判の裁定を優先します。

＜競技形式＞

・成績の優先順位 １）素点合計 ２）４回戦の成績
（３回・２回と参照） ３）年齢が上の人

・花牌は使いません。

・対局時間一荘８５分即終了の４回戦。８５分コールがあっ
たら局中でもその瞬間に終了します。

・卓組＆座席は席移動カードを基準に行ってください。

・持ち点３００点、対局中点棒が足りなくなった場合はトッ
プ者から１００点単位で借りる。
（スコアカードの備考欄に貸し借りについて記入）

・こぼして見えた牌（暴露牌）に関する規制はありません。
チョンボの場合も同じです。

・フーロの手順
①発声
②手持ちのターツやトイツ、コーツを見せる。
③取牌して、３枚なり４枚を手元に明示。
④打牌（打牌後、フーロメンツを右下角に確定させる）

★和絶張（４点）があるので、この手順を守ってください。
★チーの際は①と②の間に一呼吸置く、その間のポン、カン
の発声があった場合はポン、カンを優先とする。

＜マナー＞

・発声を明確にしてください。チー、ポン、カン、フー。
(「ロン」「ツモ」は私語とみなし言い直せば有効)

・全卓終了するまでは対局者への妨げとなるような行為はご
遠慮お願いします（大声での会話や食事行為）

・対局中はスマホやｳｪｱﾗﾌﾞﾙ端末の電源をオフかﾏﾅｰﾓｰﾄﾞにし、
着信音は鳴らさない、通話や操作等は行わなない。

無双位戦ルールシステム
＜無双位戦システム＞

４月から１月までの１０節行い、無双位ポイント(以降M)
上位７名と前年度優勝者で決勝戦を行い優勝者を決定する。
その際決勝通過順位によりポイント(以降Ｐ)が付与される。

＜各回システム＞

１荘戦(85分打切り)４回戦の素点合計で順位を決定する。
上位から下記のように無双位ポイントが付与される。

＜決勝戦システム＞

総合M上位７名と前年度優勝者で決勝を行う。
決勝の評価方法は素点ではなく４２１０のＰ方式で行う。
前年度優勝者・１位通過者には４Ｐ、２位通過には２Ｐ、

３位通過者には１Ｐが開始前に付与される
予選２荘行い上位４名が優勝決定戦２荘行い、５～８位が

順位決定戦２荘行い優勝が決定する。

３卓 ４卓 ５卓 ６卓 ７卓 ８卓

１位 11M 12M 13M 14M 15M 16M

２位 ７M ８M ９M 10M 11M 12M

３位 ５M ６M ７M ８M ９M 10M

４位 ３M ４M ５M ６M ７M ８M

５位～
８位

２M ３M ４M ５M ６M ７M

９位～
12位

１M ２M ３M ４M ５M ６M

４卓以上は以降４順位ごとに△１M



＜アガリ点の計算方法と役の複合に関して＞

下記以外のものに関しては審判の裁定に従ってください。

Ⅰ．アガリ点の計算方法に関して

・１回のアガリ点は８８＋８点を上限とする。

・カンツ二つの役についての計算について
双槓（明槓二つ） ４点
双槓（暗槓一つ） ４点＋１点＝５点
双暗槓  ６点

Ⅱ．役の複合に関して

【認めるもの】

・妙手回春と槓上開花の複合

【認めないもの】

・双暗刻と双暗槓の複合は認めない
（上記「カンツ二つの役についての計算について」参照）

・七対子と五門斉の複合

・不求人を認めないもの(「自摸」の１点は認める)
全不靠／七星不靠
七対子
四暗刻

・不求人の４点は認めるが、自摸を認めないもの
妙手回春
槓上開花

＜会場に関して＞

・ビル内禁煙。喫煙は所定の場所で。

・飲み物の持ち込みは可能ですが缶やペットボトルは会場内
で廃棄できません。

＜罰則＞

ゲームをそのまま続行するものと、そうではないものが
あります何かトラブルがあった場合は卓内の４人だけで
決定せず、必ず審判を呼んで下さい。

Ⅰ．アガり放棄 → 局はそのまま続行

その局でのアガリが認められない。ただしアガリ放棄後のポ
ン・チー・カンは可とする。

（１）ポン・チー・カンの最初の発声が実行できなかった

（２）多牌、少牌

（３）アンカンの開示

（４）間違ったところから牌を手元に持ってきて手牌に
付けてしまった

Ⅱ．アガり放棄＋３０点減点（卓外に出す）
   → 局はそのまま続行

該当者は３０点を減点され、Ⅰアガリ放棄となる

ただしアガリ放棄後のポン・チー・カンは可とする。

(１)誤ったアガリの宣言（誤フー）

Ⅲ．チョンボ（その局を終了）＋９０点減点（３０
点ずつ同卓者の点数に加算） → その局は終了

該当者は３０点ずつ同卓者に渡し、その局は終了する。
（オーラスでも同様）

（１）局が続行不可能なほど牌山を崩してしまった場合
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